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Welcome to CHIBA UNIVERSITY!

海外で学びたい！
千葉大学OBOGインタビュー

理事からのメッセージ
  

特 集

平成30年度を迎えて

徳久剛史学長に聞く



Q.学長の学生時代について教えてください！
勉強もクラブ活動も思いきり楽しみましたが、特にヨット競技を始
めたことが人生を変えました。留学のきっかけとなる師との出会い
も、妻との出会いも、ヨットがきっかけでした。

Q.今、気になっていることは？
囲碁AIのすさまじい進化です。囲碁の長い歴史のなかで人間が考え
もしなかった定石をAIがどんどん“発見”している。研究を離れても、
やはりAIが研究活動にどの様に影響してくるかは気になりますね。

Q.リフレッシュ法は？
学長室の窓からキャンパスを眺めることです。特に朝の早い時間
は、刻一刻と色が変化して、見るたびに新鮮な感動を覚えます。

COLUMN 徳久学長ってどんな人？

　

平
成
16
年
度
の
国
立
大
学
法
人
化
以
降
、
各

大
学
は
６
年
ご
と
の
中
期
目
標
に
沿
っ
て
運
営
を

し
て
お
り
、
現
在
は
３
期
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３

期
目
の
新
制
度
で
あ
る
大
学
３
群
制
度
で
は
、
各

大
学
が
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル
ご
と
に
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、
千
葉
大
学
が
選
ん
だ
の

は
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
高
い
レ
ベ
ル
、
全
て
の
部

局
で
世
界
最
高
の
教
育
研
究
水
準
を
目
指
す
第

３
群
で
す
。
現
在
の
千
葉
大
学
は
、
こ
の
目
標　

教育と研究の両面で

大きな成果を生んでいる千葉大学。

新年度のスタートにあたり、

大学を取り巻く状況や最新の取り組み、

学生へのエールなど、徳久剛史学長に  

語っていただきました。

　

に
向
け
て
様
々
な
教
育
改
革
・
組
織
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
学
生
の
皆
さ
ん
は

ま
ず
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
は
中
期
目
標
３
期
目
の
３
年
目
に

当
た
り
ま
す
が
、
よ
う
や
く
思
っ
て
い
た
こ
と
が

形
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
大
き
な
成
果
の
一
つ
が
国
際
教
養
学
部
で
す
。

現
在
の
日
本
の
教
育
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
必

須
要
素
で
す
が
、
国
際
教
養
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
深
い
知
性
や
教
養
を
有

し
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
創
設
か
ら
２
年
が
経
過
し
て
、
そ
の
教
育
成

果
は
全
学
の
普
遍
教
育
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
他

大
学
と
比
べ
て
も
教
育
の
質
が
進
化
し
て
い
る
と
い

う
自
負
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
点
で
、
も
う
一
つ
最
新
の
ト

ピ
ッ
ク
を
挙
げ
る
と
、
平
成
29
年
９
月
、
タ
イ
の
マ

ヒ
ド
ン
大
学
内
に
千
葉
大
学
の
バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

を
設
置
し
ま
し
た
。
タ
イ
は
英
語
教
育
が
盛
ん
な

う
え
に
治
安
も
よ
く
、
バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
は
初

め
て
海
外
留
学
を
経
験
す
る
学
生
の
拠
点
と
な
る

は
ず
な
の
で
、
皆
さ
ん
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

千
葉
大
学
の
大
き
な
魅
力
に
、
総
合
大
学
な

ら
で
は
の
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
強
み
を
活

か
す
の
が
、「
ト
リ
プ
ル
・
ピ
ー
ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
、
理
工
系
、
人
文

社
会
科
学
系
、
医
療
系
の
各
領
域
を
3
つ
の
山

と
し
て
捉
え
、
各
領
域
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
そ

の
頂
＝
ピ
ー
ク
を
高
め
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー　

国
際
教
養
学
部
や

バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

中
期
目
標
３
期
目
で
着
実
な
成
果

　

シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
を
創

出
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
獲
得
予
算
も
大
き
く

な
り
ま
す
し
、
研
究
の
社
会
的
な
影
響
力
が
高

ま
れ
ば
、
千
葉
大
学
の
魅
力
も
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
プ
ル
・
ピ
ー
ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成
果
は
着

実
に
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
文
部
科
学
省
に
採
択
さ

れ
た
「
千
葉
ヨ
ウ
素
資
源
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
が
、
平
成
30
年
５
月
の
本
格
稼
働
を
控
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
千
葉
県
が
世
界
的
な
ヨ
ウ

素
の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
た
産
学
連
携

事
業
で
す
が
、
ヨ
ウ
素
は
医
薬
品
か
ら
ハ
イ
テ
ク

素
材
ま
で
幅
広
い
用
途
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
外

か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
大
学
が
こ
れ
か
ら
注
力
す
る
分
野

と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
た
人
工
知
能
に
つ
い
て
も

予
算
を
獲
得
し
、
平
成
30
年
４
月
に
亥
鼻
地
区
の

「
治
療
学
人
工
知
能
（
A
I
）
研
究
セ
ン
タ
ー
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
A
I
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と

し
て
は
、
普
遍
教
育
科
目
へ
の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
科
目
」
の
新
設
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に

A
I
を
核
に
し
て
ト
リ
プ
ル
・
ピ
ー
ク
へ
の
各
領

域
の
研
究
を
融
合
す
る
な
ど
、
最
先
端
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

新
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
新
入
生
も
含
め
た
す

べ
て
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
前
向
き
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
が
必
要
か
と
い
う
と
、
多
様

性
を
経
験
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
が
社

会
に
出
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
ま
す
。

特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
活
躍
す
る
な
ら
、
考

え
方
も
価
値
観
も
違
う
人
と
向
き
合
う
機
会
は

多
い
の
で
、
大
学
で
多
様
性
を
実
感
し
て
お
く
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
特
に
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め

し
た
い
の
が
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。
他
学
部
の
学
生

と
ど
ん
ど
ん
知
り
合
っ
て
、
人
脈
を
広
げ
て
く
だ

さ
い
。
出
会
う
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
と

私
は
思
い
ま
す
。
人
は
他
者
と
関
わ
っ
て
生
き
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
周
囲
の
評

価
で
自
分
の
居
場
所
や
役
割
が
決
ま
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
。
私
も
学
生
時
代
は
複
数
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
参
加
し
、
人
と
関
わ
る
こ
と
で
自
分
を
知
り
、

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の

殻
を
破
る
く
ら
い
の
つ
も
り
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
打

ち
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
を
迎
え
て

徳
久
剛
史
学
長
に
聞
く

特 集

グローバルな舞台で活躍するために
総合大学ならではの
多様性を経験してほしい

総
合
大
学
と
し
て
の
魅
力
を
活
か
し
て

平
成
30
年
度
も
新
た
な
取
り
組
み
を
推
進

他
学
部
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
で

広
が
る
人
脈
。
多
様
性
を
学
ぶ
な
ら
、

ク
ラ
ブ
活
動
が
お
す
す
め

Welcome to CHIBA UNIVERSITY! ①
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企
画
・
人
事
担
当
理
事

中
谷 

晴
昭 

理
事

医
学
医
学
医医
学学学学学学学学学
部
ををををををををををををををををををををををををを
卒
業
卒
業
卒
業
後
、
後
、
後
、
後
、
後
、
４
年
４
年
４
年
４
年
４
年
４
年
間
ほ
間
ほ
間
ほ
間間間

ど
臨
ど
臨
ど
臨
ど

床
医
床
医
床
医
床
医
床床床床床床床床床
医
床
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
と
し
と
し
と

て
患
て
患
ててて

者者者者者者者者者
さ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
を
んんん
を
ん

診
て
診
て
診
ててて
お
り
お
り
お
り
お
り
お
り
お
り
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
ま
し
た
が
たた
が
、
そ
、、
そそそそそそそそそそそ
ののののののののののののののの
後
の
後後後
大大大

学
に
学
に
学学

戻
り
戻
り
戻
りりりりりりりりり
、
留留留留留
学
期
学
期期期期
間
を
間
を
間
を
間
を
間
を
間
を
含
め
含
め
含
め
含
め
含
め
含
めめ
、
約
、、

4040
年
間
年
間
年
間
年年年年年年年年年年
間
年
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
、
基

礎礎礎
研
究
研
究究
・
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育
に
育育
にに
携
わ
携
わ
携
わ
携
わわ
っ
て
っ
て
っ
て
っ
て
っ
ててて
きききき
ま
ききき
ま
き
ま
き
ま
し
た
。
千
。
千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千千
葉
大

学学学
に
赴
に
赴赴
任
し
任
し
任
し
任
し
任
し
任
し
任任任任任
し
任
しししししししししししししししししししししし
てて
232323
年
間
年
間
年
間
年
間
年
間間
、
薬
、
薬
、
薬
、
薬
、
薬薬薬薬
理理理理
学
理
学
理理

教
授授授授授授授授授授授授授
ととととととととととととととととと
し
て

2
5
2
5
22

0
0
0
00000000
人
ののののののののののののののののののののののののののののののの
医
学
医
学
生
に
生
に
生生
に
生
にに
「
薬
「
薬
「
薬
「
薬薬薬薬薬薬
物
治
物
治
物物

療
」
に
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
い
てて

教
育
教
育育
教
育
教教教

し
、
し
、、
大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
か
ら
か
らら
ベ
ス
ベ
ス
ベ
ス
ベ
スス
ト
テ
ト
テ
トト
テ
ト

ィ
ー
ィ
ー
ィ
ー
ィ

チ
ャ
ー
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
をををををををををををををををををををを
い
ををををををを

た

だ
き
だ
き
だ
き
だ
き
ま
し
ま
しし
たたたたたたた
。
今
の
今今
の
理
事
理
事
理
事
理
事事事
と
し
と
し
と
し
と
しし
て
の
て
の
て
の
役
割
ははははははははははははははは
、
本
学
本

のの
目
の
目
ののの

標
・
標
・
標

計計
画
計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
の
立
の
立立
案
、
案
、
案
、
案
、
組
織
組
織
組
織
組組組組

改
革
改改

や
採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用
・
昇

任
の
任
の
任
の
任任
の
調
整
調
整整
なななな
ど
な
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
で
す
で
すす
。
千
。
千千千千千
葉
大
葉
大
葉
大
生
は
生

非
常常常常常常常
に
優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
秀

で
ま
で
ま
で
ま
でで
ま
じ
め
じ
め
じ

ななななななななななな
学
な

生生生生生
で
生
で
生

あ
る
ああ
る
あ
る
と
い
と
い
と
い
と

う
印
うう
印
象
を
持持持持持持持持持持持持持
っ
持
っ
てて
お

り
ま
り
ま
り
ま
り
ま
りりり

す
。
す
。
す

学学学学学学学学学学学学
生
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
代
時時

は
勉
は
勉勉勉勉
学
で
学
で
学
で
学学

あ
れ
あ
れ
ク
ラ
ブブブブ
活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動
で
動

あ
れ
あ
れ
あ
れ
あ
れ
あ
れ
、
何
、
何
かかかかかかかかかかかか
自
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
が
分分
が
分

熱
中
熱
中
熱
中中中中
す
るるるる
も
のの
を
見
つ
け
つ
けけけけけけけけけけけ
、、、、、、、、、、
自自

信
を
信
を
信
を
信
を
信
を
信信信

持
っ
持
っ
持持

ててててててて
や
りりりりりりりりりりりりりりりりり
遂
り
遂
り

げ
る
げ
る
げげ

こ
と
こ
と
こ

が
重
が

要
で
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ガイダンスなどの留学イベントの情報を見たい！
▶千葉大学skipwiseプログラム
　 https://skipwise.chiba-u.jp

　中学生のときに行った海外研修が楽しかった
こと、高校生のときに国際的に活躍する人たちに
憧れたことから、大学では絶対に留学に行こうと
決めていました。派遣留学（※１）について情報収
集を始めたのは１年生の春休みで、きっかけは海
外研修英語（アラバマ大学・アメリカ）（※２）への
参加。そこで知り合った他学部の友達が派遣留
学を目指していて、彼女の話を聞くうちに私も興
味を持ち、すぐに海外留学支援室に相談に行き
ました。奨学金は大学からの一斉送信メールで
知ったErasmus＋（※３）を利用しました。
　留学前は、自分の専門について知識が十分で
ないことが不安でしたが、フィンランドで実習を

しながら必要な勉強をして乗り越えられたと思越えられ
います。派遣先大学では授業のほか、現地の幼稚か、現
園・老人ホーム・障がい者施設・病院での実習、院
一人暮らしの高齢者のお宅にお邪魔してインタ
ビューなどをさせてもらいました。面白かったの
はやはり実習で、施設のスタッフさんや利用者さ
んと直接お話して一緒に活動させてもらい、フィ
ンランドの福祉を体験することができました。
　結果として低学年での留学は良かったと思っ
ています。帰国後、留学の経験を通してできた新
たな興味や目標に向かって在学中に活動できる
からです。学問の興味の幅が広がって、渡航前よ
りも学部での勉強が楽しく感じています。
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看護学部 看護学科 ２年 木村 美瑛さん

※１　派遣留学…正式名称は「海外派遣留学」。千葉大学の協定校へ交換留学生として学生を派遣するプログラム。協定校が定める1
学期～1学年の間、自分の専門分野について海外で学ぶ。

※２　海外研修英語…実際に海外の大学に行って英語を学べるプログラム。一定の成績を修めると普遍教育科目の単位が認定される。
※３　Erasmus＋…EUの教育プログラムの一環で、ヨーロッパ諸国へ留学する外国人学生が奨学金を受け取れる制度がある。

千葉大学は海外の大学などと289の学生交流協定を結んでおり、協定に基づいた日本人学生の海外派遣人数は国立大学
ナンバーワン！※ 千葉大生にとって、海外留学はすっかり身近なものになっています。
※日本学生支援学生支援機構の「平成28年度協定等に基づく日本人学生留学状況調査結果」による

国際人へのステップアップを「グロすご」でイメージしよう！
海外留学支援室などで配布している「グロすご」。学内の英会話サポートや
様々な留学プログラムをかわいいイラストとともに紹介しています。裏面には利
用可能な奨学金の情報も。ぜひ手に取ってじっくり見てみよう！

もっと知りたい人は、こちらのwebサイトもチェック！

海
外
で

学
び
た
い
！千葉大学の海外派遣学生数は 国立大学第1位！INFORMATION

きむら みえい

留 学 先 ▶ セイナヨキ応用科学大学（フィンランド）
留学期間 ▶ 2017年2月～6月

　大学入学後から日本縦断や海外旅行に行くよ入学後か
うになり、未知の環境に身を置く楽しさから、海、未知
外で学生生活を送ってみたいと考えました。そし生活
て学部4年生の夏休み後半に派遣留学を決意。
将来は新興国でインフラを整備したいと考えて
いたことと、選考までの準備期間などを総合的に
考えて留学先を選び、新興国の自然災害対策を
テーマとしてトビタテ！（※４）にも選ばれました。
　学部2年生のころ、海外研修英語（モナシュ大
学・オーストラリア）でホームステイをしながら勉
強した際に英語でうまく意思疎通ができなかっ
た経験から、マレーシアへの留学では英語を実
用的に学ぶためにも臆せずどんどん話すようにし
ました。派遣先大学では専門科目のほか、マレー

語やイスラム法など理系以外の講義にも積極的
に参加し、多くの友人と出会いました。多民族が
一緒の社会で暮らす国なので、本当に多様な考え
方や文化があり、日々新しい発見がありました。
　留学を通して成長した点は、①英語に対する
不安を払拭し積極的にコミュニケーションを取
れるようになった点、②多様性を認め、相手の意
見をしっかりと聞いた上で自分の意見を論理的
に発言できるようになった点、③日本人として自
覚を持ち、日本が世界でどのように受け止められ
ているのかを知り、グローバルで活躍したいとい
う強い意志を持った点です。自分の将来の進路
や使命をより明確にすることができたことは、就
職活動にも活きています。

工学研究科 建築・都市科学専攻
都市環境システムコース 修士２年 
（工学部都市環境システム学科 卒業）田邉 諒士さん

※４　トビタテ！…正式名称は「トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム」。学生自らが立案した様々な形の留学計画を支援する、
返済不要の奨学金制度。1年に2回募集があり、千葉大学で書類作成や面接のアドバイスも受けられる。

1マラヤ大学の校
章の前で記念撮影 
2留学生5人でルー
ムシェア。写真は
ルームメイトと避
暑地へ旅行に行っ
たときのもの 3マ
ラヤ大学の国際交
流イベントで実行
委員を担当。書道
と浴衣の着付けを
実施しました

たなべ りょうと

留 学 先 ▶ マラヤ大学（マレーシア）
留学期間 ▶ 2016年9月～2017年8月

1

1一番仲良くなった香港からの女の子と 2幼
稚園実習の最終日に園児が絵をプレゼントしてく
れました 3授業の合間に旅行に行きオーロラを
見たり、サウナに入って温まり凍った湖に飛び込
んだり、フィンランドを満喫しました

31

2

3

2

先輩の留学体験記をもっと読みたい！
派遣留学について知りたい！
▶海外留学支援室
　 https://cie.chiba-u.ac.jp/sase/トビタテ！留学JAPANについてもっと知りたい！

▶トビタテ！留学JAPAN（公式）
　http://www.tobitate.mext.go.jp/

07 06

留学は「自分の可能性」と「日本
の魅力」を発見できる機会だと思い
ます。費用や休学などのデメリットも考
えてしまいがちですが、人生は1度きり
ですし私は留学したことについて後悔は
全くしていません！ 派遣留学を利用す
る場合は語学基準とGPAの成績が
重要になるので、まずは大学の
講義に専念することをお

すすめします。

留学を目指す人へ！
留学を目指す人へ！

長期間海外で生活すること
や語学に不安を感じる人もいる
と思います。そんな人はぜひ、実際
に留学に行っていた先輩や友人に
話を詳しく聞いてみてください。留
学について鮮明なイメージがわ
き、ハードルが低くなると思
います。



杉山 龍（すぎやま・りょう）
1975年生まれ。千葉大学園芸学部卒。同大学院
で環境計画学修了。5年間の造園企業勤務後、
2005年にワーキングホリデーでカナダへ渡り、
オーガニックファームやランドスケープ関係の
仕事に従事。カナダ永住権を取得後の2010年、
ブリティッシュコロンビア大学の新渡戸記念庭
園の前任キュレーターの退職に伴い、同庭園
キュレーターに就任。

インタビュー

千葉大学
特 集

11

新渡戸記念庭園は1960年に千葉大学OBの森歓之助先生によって設計・造
園され、メインコンセプトは新渡戸稲造の意志でもあった「太平洋の架け
橋」。茶室も備えられ、世界中から訪れた人々が日本文化・庭園を楽しみ、国際
交流を育む場となっています。

―

庭
園
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う

な
仕
事
な
の
で
し
ょ
う
。

杉
山　

俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
庭
園
を
管
理
・
運
営
し

て
い
く
の
が
庭
園
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
す
。キ
ュ
レ
ー

タ
ー
と
い
う
仕
事
は
、
最
近
、
博
物
館
や
美
術
館
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
総
合
責
任
者
の
よ
う
な
も
の
で
す
。庭
園
と
い

う
の
は
長
期
的
な
管
理
が
必
要
な
の
で
、ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
目
指
す
の
か
、植
え
替
え
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、総
合
的
に
判

断
し
て
い
ま
す
。

―

カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
に
あ
る
新
渡
戸
記
念
庭
園
で
庭
園
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
海
外
で
働
き
た
い

と
い
う
思
い
は
い
つ
か
ら
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

杉
山　

子
ど
も
の
頃
か
ら
外
で
遊
ぶ
の
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、漠
然
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、当
時
か
ら
自
然

に
触
れ
合
え
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。園
芸
学
部
を
選
ん
だ
の
も
、
以
前
見
た
ロ
ン

ド
ン
の
公
園
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
と
、地
球

環
境
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。ま
た
大
学

時
代
は
、国
内
外
問
わ
ず
旅
に
出
る
の
が
好
き
で
、こ

れ
ら
の
こ
と
が
「
一
度
は
海
外
で
働
い
て
み
た
い
」
と

い
う
思
い
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―

新
渡
戸
記
念
庭
園
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
な
る

ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
山　

大
学
卒
業
後
は
造
園
関
係
の
会
社
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
や
は
り
海
外
へ
出
て
み
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
、
ま
ず
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
カ
ナ

ダ
へ
渡
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
で
働
き
始
め

ま
し
た
。新
渡
戸
記
念
庭
園
は
、
国
際
連
盟
事
務
次
長

と
し
て
日
本
と
海
外
の
橋
渡
し
に
尽
力
し
た
新
渡
戸

稲
造
の
功
績
を
讃
え
て
造
園
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

設
計
を
担
当
し
た
の
が
千
葉
大
学
の
大
先
輩
で
あ
る

森
歓
之
助
先
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
カ
ナ
ダ
へ

渡
っ
て
す
ぐ
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。こ
の
と
き
に

お
会
い
し
た
前
任
の
庭
園
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
日
本
人

で
、
退
任
時
に
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、

指
名
し
て
く
れ
ま
し
た
。森
先
生
が
活
躍
さ
れ
て
い

た
の
は
私
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
な
の
で
面
識
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
千
葉
大
学
が
取
り
持
っ
て
く
れ
た
ご

縁
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

―

ど
の
よ
う
な
点
に
面
白
さ
や
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
か
？　

ま
た
、
今
後
の
目
標
な
ど
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
山　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
が
か
な
っ
て
、
四
季

折
々
に
移
り
変
わ
る
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が

で
き
て
い
ま
す
。ま
た
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
国
際
的
な

観
光
都
市
な
の
で
、
こ
の
庭
園
に
も
多
様
な
国
籍
の

お
客
様
が
見
に
来
ら
れ
ま
す
が
、
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
く
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。新
渡
戸
稲

造
は
生
前
、太
平
洋
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
願
っ
て

い
た
と
聞
き
ま
す
。実
は
こ
の
庭
園
自
体
も
、
日
本
と

カ
ナ
ダ
の
植
物
が
共
存
し
て
い
た
り
、池
を
太
平
洋
に

見
立
て
て
い
た
り
、
新
渡
戸
稲
造
の
考
え
を
具
現
化

し
た
も
の
な
ん
で
す
。私
自
身
、
初
め
て
任
さ
れ
る
庭

園
な
の
で
ま
だ
手
探
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
森
先
生

の
設
計
意
図
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
新
渡
戸
稲
造

の
精
神
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
、バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
気

候
に
合
わ
せ
た
庭
園
管
理
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

大
学
時
代
は
海
外
旅
行
を
よ
く
さ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
学
生
生
活
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

杉
山　

実
習
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
京
都
で
の
庭

園
実
習
で
す
。名
園
・
桂
離
宮
な
ど
で
実
際
に
技
官

の
方
と
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
渡
戸

記
念
庭
園
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
生
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
て
、
千
葉
大
生
が
来
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ま
た
大
学
生
の
頃
い
つ
も
や
っ
て
い
た
サ
ッ

カ
ー
は
、
私
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
し
た
。そ
れ
か
ら
、日
本
で
結
婚
し
て

か
ら
カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
の
で
す
が
、
妻
は
千
葉
大
学

の
同
期
で
、
初
め
て
会
っ
た
の
は
入
学
前
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
で
し
た
。そ
う
考
え
る
と
、大
学

時
代
の
様
々
な
こ
と
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
ね
。

―

最
後
に
、
千
葉
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

杉
山　

若
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て
お
く

と
良
い
と
思
い
ま
す
。私
も
学
生
時
代
に
海
外
旅
行

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
海
外
で
働
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、こ
れ
は
海
外

に
限
り
ま
せ
ん
。自
分
が
今
い
る
場
所
が
す
べ
て
だ

と
思
わ
ず
、様
々
な
も
の
を
見
て
体
験
す
る
。そ
う
す

る
こ
と
で
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

千
葉
大
学
Ｏ
Ｂ
の
森
歓
之
助
氏
が
設
計
し
た

新
渡
戸
記
念
庭
園
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

様
々
な
体
験
を
通
し
て

自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い

庭
園
を
俯
瞰
的
・
総
合
的
に
管
理
す
る
の
が

「
庭
園
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
の
仕
事

新渡戸稲造が目指した
「太平洋の架け橋」を
庭園として具現化したい
ブリティッシュ・コロンビア大学内
新渡戸記念庭園 庭園キュレーター

杉山 龍さん

カナダのブリティッシュ・コロンビア大学構内にある
新渡戸記念庭園の庭園キュレーターを務める杉山龍さん。
自身が管理に携わる庭園への想いや
千葉大学の思い出について話を伺いました。

08 09  
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千葉大学公式HP
「もっと知りたい
千葉大学」コー
ナーはこちら▶

INFOR
MATION

INFOR
MATIONGLOBAL AWARD

OBOG
MESSAGE

連携企業4社と合同で「包括連携共同研究
推進等に関する協定」を締結

左から、サザコーヒー鈴木会長、徳久学長、
駐日パナマ大使ディアス閣下

徳久学長と受賞者記念撮影（左から八幡さん、三谷
さん、柿木さん）

今大会が日本代表として初の出場とな
る良知さん

ろう者（デフ）サッカー
日本代表に本学学生

パ
ナ
マ
と
千
葉
大
学
の
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展

を
祈
念
し
た「
パ
ナ
マ
・
千
葉
大
学
コ
ー
ヒ
ー
」が
、

長
年
に
わ
た
り
パ
ナ
マ
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
と
深
い

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
サ
ザ
コ
ー
ヒ
ー
の
全
面

協
力
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。2
0
1
8
年
3
月

1
日
に
は
発
売
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ら
び
に

パ
ナ
マ
と
の
友

好
式
典
を
行

い
、
国
際
教
養

学
部
学
生
と

パ
ナ
マ
の
大
学

か
ら
の
教
職

員
・
学
生
が

コ
ー
ヒ
ー
を
通

じ
て
交
流
し

ま
し
た
。

CIRIC発足　
千葉県のヨウ素資源活用へ

コクヨデザインアワードで
グランプリ受賞

2
0
1
8
年
1
月
18
日
、大
学
院
工
学
研
究
科

デ
ザ
イ
ン
科
学
コ
ー
ス
八
幡
佑
希
さ
ん
・
柿
木
大
輔

さ
ん
・
三
谷
悠
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
、コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ

ン
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
7
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
ま
し
た
。コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
と
は
、

使
う
人
の
視
点
で

優
れ
た
商
品
デ
ザ

イ
ン
を
広
く
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
集
め

て
、商
品
化
を
目

指
す
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
す
。
海

外
か
ら
の
応
募
も

含
め
た
作
品
総
数

1
3
2
6
点
の
中

か
ら
、見
事
グ
ラ

ン
プ
リ
に
輝
き
ま

し
た
。

千
葉
大
学
は
今
春
よ
り
「
千
葉
ヨ
ウ
素
資
源

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
：C

h
ib
a
 
Io
d
in
e

R
e
so
u
rce
 
In
n
o
va
tio
n
 
C
e
n
te
r

」（C
IR
IC

）

を
開
所
し
ま
す
。千
葉
県
で
生
産
さ
れ
る
ヨ
ウ
素

は
世
界
シ
ェ
ア
の
う
ち
21
%
を
占
め
て
お
り
、同

セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
海
外
で
の

生
産
が
中
心
だ
っ
た
高
付
加
価
値
ヨ
ウ
素
製
品

の
開
発
・
製
造

拠
点
が
千
葉
に

置
か
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

次
世
代
太
陽
電

池
の
開
発
や
資

源
の
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
、
多
彩

な
ヨ
ウ
素
の
利

用
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

工
学
部
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
良
知

壮
太
郎
さ
ん
が
、ろ
う
者（
デ
フ
）サ
ッ
カ
ー
の
日
本

代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
、2
0
1
8
年
4
月
23
日

〜
5
月
7
日
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
第
4
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。「
代
表
の

中
で
も
ス
タ
ミ
ナ
が
あ
る
こ
と
が
武
器
。そ
れ
を

活
か
し
て
プ
レ
ー
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。普
段
は
手
話
サ
ー
ク
ル
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
会

で
も
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ら

ち

世界にひとつだけの建物を造り続ける
菊川工業株式会社

お
客
様
か
ら
い
た
だ
い
た
建
物
の
デ

ザ
イ
ン
を
基
に
、製
作
・
施
工
を
可
能
に

す
る
た
め
の
仕
様
決
定
や
、図
面
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。設
計
と
い
う
と「
P
C
に

噛
り
付
い
て
ひ
た
す
ら
図
面
を
引
く
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、

菊
川
工
業
の
設
計
は
、
お
客
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
、想
像
を
実

現
可
能
に
す
る
お
手
伝
い
が
一
番
の
仕

事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
は
所
属

し
て
い
た
研
究
室
で
の「
デ
ザ
イ
ン
サ
ー

ベ
イ
」の
経
験
が
活
き
て
い
て
、地
域
の

人
々
か
ら
話
を
伺
い
、地
域
社
会
に
向
け

た
デ
ザ
イ
ン
提
案
を
行
う
手
法
は
、正
に

現
在
の
業
務
に
通
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、千
葉
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

国
内
外
問
わ
ず
活
躍
で
き
る
技
術
者
を

目
標
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
設
計
部
鈴
木
さ
ん
）

国
内
営
業
と
し
て
主
に
ゼ
ネ
コ
ン
や

設
計
事
務
所
か
ら
の
依
頼
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
単
に
客
先
を
何
件
も
訪
問
す

る
よ
う
な
営
業
と
は
違
い
、一
つ
の
建
築

の
初
期
か
ら
深
く
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ

る「
技
術
営
業
」の
形
を
取
っ
て
お
り
、在

学
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。様
々
な
顧
客
や
案
件
と

接
す
る
の
で
、
製
造
業
に
関
係
が
薄
そ

う
な
知
識
や
経
験
も
役
立
つ
場
面
が
多

く
、理
系
学
部
以
外
も
同
じ
敷
地
に
あ

る
環
境
で
い
ろ
い
ろ
な
人
や
考
え
方
に

触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
強
み
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
統
括

１
部
高
橋
さ
ん
）

建
築
物
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
金
物
を
取

り
扱
う
メ
ー
カ
ー
の
営
業
兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、時
に
は
自
分

で
図
面
を
引
い
た
り
現
場
で
施
工
管
理
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
、モ
ノ
づ
く
り
の
現

場
で
あ
る
工
場
と
施
工
現
場
の
お
客
様
と

を
結
び
つ
け
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま

す
。こ
の
仕
事
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、一
つ

と
し
て
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
が
無
い

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
品
を
会
社
内
外
の
様
々

な
方
々
と
の
折
衝
を
繰
り
返
し
な
が
ら
形

に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
初
は
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
な

か
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
が
次
第
に
線
を
濃
く
し

て
、工
場
で
製
品
と
し
て
完
成
す
る
時
の

喜
び
は
、設
計
か
ら
製
作
ま
で
を
一
貫
し

て
行
う
こ
の
会
社
で
、そ
の
全
て
の
工
程

に
関
わ
れ
る
今
の
立
ち
位
置
だ
か
ら
こ
そ

味
わ
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
統
括
2
部
神
谷
さ
ん
）

想
像
を
実
現
可
能
に
す
る

建
築
に
深
く
携
わ
る
営
業

設
計
か
ら
製
作
ま
で

全
て
の
工
程
に
関
わ
る

創業：1933年　従業員数：200名　千葉大学OB：4名
オーダーメイドの金属建材を製造している会社です。お客様の要望に合わせて作るため、
業界で初めて挑戦する仕事が多く、これまで多くの困難な課題もありましたが、様々な経
験が財産となって現在のKIKUKAWAへとつながっています。求める人物像は“自考自行”
できる＝“自ら考え、自ら行動する”ことができる人財です。自分の意見を持ち、メンタ
ル、フィジカルともタフで、常にチャレンジ精神の旺盛な人財や、不器用でも、素直で真面
目で、正面からぶつかっていく誠実な人財は、大歓迎です。

http://www.kikukawa.com/

菊川工業株式会社

鈴木　 翔　2011年工学研究科デザイン科学専攻修了
高橋 克昌　2011年工学部都市環境システム学科卒業
神谷 卓志　2013年工学研究科建築・都市科学専攻修了

附属図書館の

「郭沫若記念文庫」とは
かくまつじゃく

千葉大学は1949年に、
県内にあった七つの学
校の伝統を引き継ぎ誕
生しました。150年の
歴史を持つ学部も存在
する本学の多彩な軌跡
を、様々な角度から紹
介します。大学HPの
トップに載せている23
本のコラムとともに、
お楽しみください。
（国際教養学部　見城悌治）

千葉大学は1949年に、
県内にあった七つの学
校の伝統を引き継ぎ誕
生しました。150年の
歴史を持つ学部も存在
する本学の多彩な軌跡
を、様々な角度から紹
介します。大学HPの
トップに載せている23
本のコラムとともに、
お楽しみください。
（国際教養学部　見城悌治）

シリック

郭沫若は、近現代中国の文学者・歴史

家として著名な人物です。草創期の千葉

大学に図書や資料が少ないことを嘆い

た大槻信良文理学部教授（当時）が、

1955年、中国科学院院長の要職に就

いていた郭に書籍寄贈の手紙を書きま

した。元留日学生の郭は千葉県市川市

で十年余り過ごした経験も持っていた

ため、依頼を快諾し、歴史書など三千冊

を寄付してくれました。現在、それらの

文書は附属図書館の貴重書になってい

ます。

工学部発祥の地は、
東京・田町だった
工学部の前身は1921年に創設された東京高

等工藝学校です。同校は日本の工芸産業教育を

牽引し、デザイン界などに多くの人材を輩出しま

した。しかし1945年の空襲で焼失したため、松

戸市に移転し、その後、千葉大学の工芸学部

（のち工学部）

に転じました。

ＪＲ田町駅の南

側、東京工業

大学附属科学

高等学校があ

る敷地の一隅

に、ＯＢたちの

手による同校

の「校章」をか

たどった記念

碑が立ってい

ます。

西千葉は
「ロケット研究」
発祥の地
西千葉キャンパスの地所は、もともと東京大

学生産技術研究所のものでした。1955年、ここ

で、糸川英夫東京大学教授（当時）が23センチ

のペンシルロケット発射に成功し、日本のロ

ケット研究が始まりました。それを記念する碑

が、西千葉駅北口

に建っています。

現在の千葉大学

には、ロケット研

究とは異なる、新

たな角度から「宇

宙」を研究する

「ハドロン宇宙国

際研究センター」

が大学院理学研

究院に置かれて

います。

T O P I C S

パナマ・千葉大学コーヒー
完成 友好式典開催

▲施工事例：すみだ北斎館外装、薬師寺食堂天井、フジテレビ
本社ビル球体展望室・内外装、スカイツリー展望台外装等多数

校章は聖火を中心にマーキュ
リーの羽根、そこにハンマーと筆
を組み合わせたもの

記念碑は貫井正納名誉教授が
理事長をつとめるNPO法人ち
ばサイエンスの会が建立

市川市にある郭沫若記念館
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新年度を迎え、新しい取り組みにチャレンジする千葉大学。
徳久学長にいろいろなお話を伺いました。

特集　Welcome to CHIBA UNIVERSITY! ①
　　　平成30年度を迎えて 徳久剛史学長に聞く

02

千葉大学を運営面から支えている理事の先生方に
新入生へのメッセージをいただきました。

特集　Welcome to CHIBA UNIVERSITY! ②
　　　理事からのメッセージ

04

海外留学に興味のある皆さんに
先輩の体験レポートとアドバイスを伝授！

特集　海外で学びたい！06

遠くカナダのブリティッシュ・コロンビア大学で
庭園キュレーターを務めるOBが登場！

特集　千葉大学 OBOGインタビュー08

TOPICS / もっともっと知りたい千葉大学10
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